
IoT、AI技術や農業ICT化に係る人材に対する地元のニーズを踏まえたうえで、産業界が求める先端技術に係る教育プログラムを開発

KOSEN版ウェザステーションの製作・組立・データ通信・Webサーバ管理・アプリケーション開発を教材として教育プログラムに組み込み、高専学生をデジタル人材に育成

高専学生が地域連携講座等でメンターとなり、地域企業技術者、農業従事者と共に装置づくりを実施。製作物は全て地域の圃場に設置し、地域農業ICT化に貢献。

ウェザステーション：センシング～通信～アプリ開発
学内：授業に組み込んで20台以上製作 学外：学生がメンターとなり公開製作講座10台製作
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地域の農場に設置し、地域農業ICT化を促進
ソフトウェア技術者育成。防災、観光への応用展開

【取組の目的・内容】
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【工程表】

【第4期中期目標期間への展開（見込み）】

ウェザステーション製作を教材に新技術（IoT、AI等）に対応できる地域
産業界のニーズに応える人材を育成する。さらに、地域産業界と共に人
材育成を推進する。そして、地域の主産業である農業のICT化を促進する
。また、農業に留まらず、防災、観光、福祉の分野への新技術導入を図
り、地域産業の人材輩出、新産業創出を実現する。

【成果指標】 H28年度 H29年度 H30年度

①製作に参加した学生・地域市民数 0 6名 70名

②製作した装置数（授業＋公開講座） 0 2台 40台

③地域に設置されたウェザステーションの台数 0 1台 40台

平成30年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業（主・新産業を牽引する人材育成、副・地域への貢献）

ICTでつなげる地域共生アグリ・バリュースペース研究開発プラットフォームを利用するIoT人材育成 鶴岡工業高等専門学校


